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◆ キーワード　卒都婆小町／紺青鬼説話／九十九習俗／あなめ薄／百夜通い

勢
組
中
罷
出
、
村
切
同
夜
ニ
取
斗
候
義
ニ
付
願
出
候
由
。
尤
其
の
間
ハ

庄
屋
・
村
役
人
罷
出
才
判
仕
候
義
ニ
候
へ
共
、
大
庄
屋
儀
も
打
廻
、
松

明
の
火
粗
末
等
不
仕
様
気
を
付
ケ
才
判
為
可
申
候
間
、
明
朔
日
よ
り
三

日
の
夜
迄
虫
焼
被
仰
付
被
下
度
旨
願
書
新
庄
大
庄
屋
差
出
候
付
、
早
崎

氏
へ
差
出
候
処
承
届
候
段
被
申
聞
候
付
、
村
々
不
〆
り
の
儀
等
無
之
様

才
判
可
被
致
旨
新
庄
大
庄
屋
へ
書
渡
候
事
。（
中
略
）

 

右
ハ
文
化
六
巳
年
八
月
廿
九
日
上
妻
日
記
書
留
也
。

 

●
延
享
三
子
二
月
上
ノ
間
書
留
ニ
有
り
。

 

　
　
多
擲
々
咜　
波
羅
跋
題　
那
蛇
婆
提

 

右
十
二
字
を
清
き
水
ニ
種
壱
升
入
、
指
ニ
て
二
十
一
遍
書
、
何
石
も
一

ツ
ニ
ま
せ
蒔
候
得
ハ
虫
付
な
し
。
享
保
十
七
子
年
西
国
・
四
国
稲
ニ
虫

付
、
悉
く
喰
か
ら
す
所
多
キ
時
、
安
房
国
ニ
も
虫
付
け
る
に
此
法
を
な

し
け
る
。八
月
ノ
中
な
り
し
に
水
に
書
て
か
け
け
る
に
虫
消
失
せ
し
也
。

右
稲
次
御
氏
御
渡
被
成
候
事
。

 

　
豊
田
丈
助
解
読
『
久
留
米
藩
公
用
見
聞
録　
郡
方
下
代
』
一
九
七
四　

井
上
農
夫

（
8
） 『
石
原
家
記
』

 

●
当
年
大
旱
魃
四
月
廿
三
日
雨
降
己
後
五
月
中
無
雨
六
月
夕
立
少
々
あ

り
三
潴
郡
筋
は
六
月
十
四
日
初
四
月
廿
三
日
よ
り
己
来
に
雨
有
七
月
中

に
二
度
雨
有
八
月
十
一
日
大
雨
土
居
崩
程
の
大
雨
あ
り
堀
々
の
せ
き
歩

行
渡
す
る
故
池
深
む
る
三
潴
筋
古
来
よ
り
堀
池
深
る
程
旱
魃
当
年
始
也

六
月
十
四
日
為
雨
乞
願
成
就
愛
宕
山
神
前
に
て
番
僧
の
家
を
楽
屋
に
し

て
操
芝
居
有
り
分
徳

座

大
夕
立
雷
強
相
止
翌
十
五
日
又
々
致
筈
の
処
久
留

米
其
外
見
物
殊
外
夥
敷
山
上
に
人
居
余
り
程
故
相
止

 

●
江
上
々
村
荒
人
神
祠
建
立
の
事
例
年
江
上
村
の
田
畑
余
村
に
入
組
候

田
畑
も
江
上
村
分
に
限
年
々
虫
入
余
村
決
て
虫
不
入
年
の
江
上
村
分
は

虫
入
に
付
柳
川
垂
水
村
虎
之
亟
と
申
取
出
の
者
を
呼
考
さ
せ
候
虚
是
は

当
村
先
城
主
の
た
ゝ
り
な
り
と
申
出
其
墓
を
吟
味
致
候
処
（
後
略
）

 

　
石
原
為
平
『
石
原
家
記
』
上
巻　
一
九
七
三　
名
著
出
版

（
9
） 

久
留
米
市
田
主
丸
町
で
は
、
伝
承
保
持
の
た
め
に
現
在
で
も
三
年
に
一
度

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
す
る
。
近
年
で
は
二
〇
一
九
年
に
開
催
さ
れ
た
。

（
10
） 

小
林
照
幸
『
死
の
貝
』
一
九
九
八　
文
藝
春
秋

（
11
）
川
野
和
樹
「
宮
入
館
長
の
熱
い
思
い
」
宮
入
慶
之
助
記
念
館
『
宮
入
慶

之
助
記
念
館
だ
よ
り
』
二
六
号　
二
〇
一
八

（
12
） 『
死
の
貝
』
に
よ
る
と
、
日
本
住
血
吸
虫
症
の
正
体
が
判
明
し
て
か
ら
、

こ
の
霊
験
も
色
あ
せ
宝
満
宮
は
寂
れ
た
と
い
う
。

（
13
） 

宮
入
慶
之
助
記
念
館
『
宮
入
慶
之
助
記
念
館
だ
よ
り
』
一
四
号　

二
〇
一
一

参
考
文
献

塘
普
「
病
原
体
発
見
ま
で
の
歴
史
」
九
州
環
境
管
理
協
会
編
『
筑
後
川
流
域

に
お
け
る
日
本
住
血
吸
虫
病
撲
滅
史
』
一
九
八
六　
水
資
源
開
発
公
団

石
井
明
「
日
本
に
お
け
る
住
血
吸
虫
研
究
の
流
れ
」
宮
入
慶
之
助
記
念
誌
編

纂
委
員
会
編
『
住
血
吸
虫
症
と
宮
入
慶
之
助
―
ミ
ヤ
イ
リ
ガ
イ
発
見
か
ら

90
年
―
』
二
〇
〇
五　
九
州
大
学
出
版
会

文
化
観
光
部
文
化
財
保
護
課
編
「
浮
島
・
青
木
・
江
上
校
区
の
文
化
財
マ
ッ

プ
」
久
留
米
市

 

（
な
い
と
う
・
ひ
ろ
よ
／
國
學
院
大
學
兼
任
講
師
）

毛
越
寺
延
年
に
お
け
る
深
草
少
将
伝
説
成
立
と
そ
の
独
自
性篠 

原　
順 
子

は
じ
め
に

小
野
小
町
は
、
平
安
時
代
の
歌
人
で
あ
り
多
く
の
伝
説
を
各
地
に
残
す

人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
人
物
像
は
、
小
町
歌
の
十
八
首
の
み
に
あ
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
小
町
伝
説
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
深
草
少
将
伝

説
は
、
明
川
忠
夫
が
、
能
「
通
小
町
」「
卒
都
婆
小
町
」
と
深
い
関
わ
り
が

あ
る
と
指
摘
す
る）

1
（

。

岩
手
県
平
泉
毛
越
寺
に
は
、
一
月
二
十
日
に
「
二
十
日
祭
」
と
い
う
延

年
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
現
在
は
「
卒
都
婆
小
町
」
と
い
う
演
目
は
行
わ
れ

て
い
な
い
が
、
か
つ
て
取
り
行
わ
れ
て
い
た
時
の
詞
章
が
残
っ
て
い
る
。

本
田
安
次
は
、
詞
章
や
所
作
を
克
明
に
聞
き
書
き
し
て
い
る）

2
（

。
そ
の
内
容

を
見
る
と
、
能
「
卒
都
婆
小
町
」
と
能
「
通
小
町
」
を
重
ね
た
よ
う
な
内

容
と
伺
え
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
深
草
少
将
伝
説
は
、
独
特
の
も
の
と
み
ら

れ
る
。
延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
と
い
う
演
目
の
詞
章
と
し
て
で
も
こ
こ
に

残
り
引
き
継
が
れ
て
い
く
に
は
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
能
「
通
小
町
」
の
形
成
に
は
三
段
階
が
あ
る
。
申
楽
談
儀
に

よ
る
と）

3
（

Ａ
の
唱
導
僧
が
書
き
、
多
武
峰
で
金
春
権
守
が
演
じ
た
能
「
四
位
少

将
」。
次
に
、
Ｂ
の
観
阿
弥
が
改
作
し
た
能
「
四
位
少
将
」。
そ
し
て
、
Ｃ
の

世
阿
弥
が
そ
れ
を
改
作
し
た
能
「
通
小
町
」
で
あ
る
。
ま
た
、
能
「
卒
都
婆

小
町
」
は
、
能
「
小
町
」
に
、
能
「
四
位
少
将
」
か
ら
百
夜
通
い
の
部
分
が

取
り
込
ま
れ
た
と
、
伊
藤
正
義
は
『
謡
曲
集
』
で
述
べ
て
い
る）

4
（

。
内
山
美
樹

子
が
「〈
通
小
町
〉
と
毛
越
寺
延
年
〈
卒
都
婆
小
町
）
5
（

〉」
で
、
延
年
「
卒
都
婆

小
町
」
は
、
Ａ
か
ら
で
あ
る
と
示
し
、
百
夜
通
い
に
つ
い
て
は
最
初
か
ら
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
執
筆
者
も
、
延
年
「
卒
都
婆
小
町
」

は
、
Ａ
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
百
夜
通
い
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
の
観
阿
弥

改
作
時
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
内
山
と
は
違
う
見
解
を
持
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
深
草
少
将
伝
説
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
伝
説
を
考
察
し
、

平
泉
に
残
る
延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
の
中
の
深
草
少
将
伝
説
の
成
立
と
独

自
性
を
見
出
し
た
い
。
そ
し
て
、
京
都
の
伝
説
を
見
て
い
く
こ
と
で
、
深

草
少
将
伝
説
成
立
へ
の
Ｂ
観
阿
弥
の
関
わ
り
に
向
け
て
の
展
開
に
考
察
を

進
め
た
い
。
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一
、
深
草
少
将
伝
説
の
形
成

深
草
少
将
伝
説
は
、
小
野
小
町
を
慕
っ
た
深
草
少
将
が
百
日
通
っ
た
ら

あ
な
た
の
も
の
に
な
る
と
い
う
小
町
の
言
葉
を
信
じ
て
通
っ
た
が
、

九
十
九
日
目
で
支
障
が
起
こ
り
、
成
就
し
な
か
っ
た
百
夜
通
い
の
話
で
あ

る
。
百
夜
通
い
に
関
す
る
先
行
研
究
か
ら
そ
の
伝
説
の
形
成
を
以
下
に
紹

介
す
る
。
ま
ず
通
説
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
藤
原
清
輔
の
誤
訳
に
よ
る
と

言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

深
草
少
将
伝
説
の
古
い
記
録
は
、
藤
原
清
輔
の
著
し
た
『
古
今
集
』
の

歌
論
集
『
奥
義
抄
）
6
（

』
で
あ
る
。「
暁
の
鴫
の
羽
掻
き
百
羽
掻
き
君
が
来
ぬ
夜

は
我
ぞ
数
掻
く　
読
み
人
知
ら
ず
」
の
歌
の
解
説
と
し
て
、
男
の
求
愛
に

対
し
て
女
が
百
日
自
分
の
元
に
通
っ
て
き
て
車
の
榻
の
上
に
百
日
臥
し
た

ら
想
い
を
受
け
入
れ
ま
し
ょ
う
と
答
え
、
男
は
九
十
九
日
通
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
親
の
急
死
に
よ
り
来
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
時
に
女
が
「
私
も
あ

な
た
が
来
な
い
こ
と
に
夜
を
数
え
て
苦
し
ん
で
い
る
」
と
詠
ん
だ
歌
と
示

し
た
。
藤
原
清
輔
が
鳥
の
鴫
と
牛
車
に
乗
る
際
に
使
わ
れ
る
台
で
あ
る
榻

と
を
誤
訳
し
た
。
清
輔
が
、
当
時
有
力
な
歌
人
だ
っ
た
の
で
そ
の
ま
ま
訂

正
さ
れ
る
こ
と
な
く
定
着
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る）

7
（

。

も
と
も
と
の
「
暁
の
」
の
歌
は
、
小
町
も
少
将
も
関
係
な
い
歌
で
あ
っ
た

が
、
女
が
小
町
に
な
っ
た
の
は
、
小
町
の
驕
慢
・
零
落
伝
説
が
影
響
し
て
特

定
さ
れ
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。
片
桐
洋
一
は
、『
小
野
小
町
追
跡
）
8
（

』
で
小
町

の
驕
慢
・
零
落
伝
説
形
成
の
要
因
を
次
の
二
つ
あ
げ
る
。
一
つ
は
、
空
海
の

書
い
た
と
さ
れ
る
『
玉
造
小
町
子
壮
衰
書
』
の
存
在
で
、
若
い
頃
、
そ
の
美

貌
で
多
く
の
男
性
を
惑
わ
し
た
女
が
、
齢
を
取
り
零
落
し
て
そ
の
身
を
嘆
く

と
い
う
展
開
で
、
平
安
後
期
か
ら
中
世
か
け
て
そ
の
主
人
公
を
小
町
に
当
て

は
め
る
こ
と
で
よ
り
唱
導
色
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
見
る
め
な
き

我
が
身
を
う
ら
と
知
ら
ね
ば
や
離
れ
な
で
海
人
の
足
た
ゆ
く
来
る
」
と
い
う

『
古
今
集
』
の
小
町
の
歌
が
『
小
町
集
』
に
も
載
せ
ら
れ
、（
逢
お
う
と
い
う

気
持
ち
の
な
い
私
の
身
の
つ
ら
さ
を
知
ら
な
い
の
か
。
貴
方
は
飽
き
ず
に
足

の
怠
く
な
る
ま
で
通
っ
て
く
る
こ
と
よ
）
と
傍
線
を
引
い
た
部
分
が
驕
慢
に

解
釈
さ
れ
て
、
百
夜
通
い
と
重
ね
ら
れ
た
。
そ
の
生
成
に
は
、『
小
町
集
』

の
存
在
が
大
き
い
。『
小
町
集
』
は
、小
町
の
色
々
な
説
話
形
成
の
元
と
な
っ

た
。
百
夜
通
い
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
と
片
桐
は
述
べ
る
。

鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、『
平
家
物
語
』
に
あ
る
紺
青
鬼
説
話
が
代
表
的
と

言
わ
れ
る
。
松
岡
心
平
が
、「
小
野
小
町　
愛
の
夢
幻
〈
通
小
町
〉〈
卒
都

婆
小
町
〉
な
ど）

9
（

」
で
述
べ
る
よ
う
に
、
多
く
の
男
性
を
惑
わ
し
た
小
町
に

は
青
鬼
が
付
き
ま
と
い
青
鬼
だ
け
が
友
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
る
と
述
べ

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
小
町
に
付
き
ま
と
う
愛
欲
執
心
の
鬼
が
少
将
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
次
第
に
紺
青
鬼
説

話
に
よ
り
深
草
少
将
伝
説
の
骨
格
が
整
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

ま
た
一
方
で
、
明
川
忠
夫
は
、『
袋
草
紙
』
の
あ
な
め
薄
伝
説
を
挙
げ
て
、

小
町
が
冥
界
に
さ
ま
よ
い
目
が
痛
く
て
成
仏
出
来
な
か
っ
た
理
由
と
し
て

百
夜
通
い
が
語
ら
れ
る
の
だ
と
述
べ
る
（
注
（
１
）
三
十
七
頁
）。
あ
な
め
薄

伝
説
と
は
、
人
の
夢
に
野
辺
で
小
町
の
髑
髏
が
目
か
ら
薄
を
は
や
し
、「
秋

風
の
吹
く
ご
と
に
あ
な
め
あ
な
め
小
野
と
は
い
は
じ
す
す
き
生
ひ
け
り
」

と
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
話
の
原
因
が
百
夜
通
い
と
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
深
草
少
将
伝
説
は
完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
、
深
草
少
将
伝
説
の
展
開

各
地
に
伝
わ
る
深
草
少
将
伝
説
は
、
百
夜
通
い
の
基
本
形
が
、
土
地
の

事
情
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
小

野
小
町
伝
説
が
、
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
に
残
っ
て
い
る
こ
と
と
比
べ
る

と
、
そ
の
数
は
少
な
く
現
在
確
認
で
き
る
の
は
十
例
で
あ
る
。
後
に
示
す

毛
越
寺
延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
の
特
徴
を
示
し
比
較
す
る
た
め
に
、
各
地

十
例
を
祖
型
と
し
て
ま
と
め
、
巻
末
に
「
全
国
深
草
少
将
伝
説
一
覧
」
と

し
て
示
し
た
。
そ
れ
を
見
て
い
く
と
、
三
種
類
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
た
。

そ
れ
を
先
行
研
究
か
ら
ま
と
め
る
。
一
つ
目
は
、
小
町
が
、『
古
今
和
歌
集

目
録
』
で
出
羽
国
郡
司
の
娘
と
さ
れ
た
こ
と）

10
（

か
ら
、
東
北
に
纏
わ
る
小
町

の
薬
師
と
し
て
の
存
在
を
強
調
す
る
も
の
（
1
、
2
、
9
）
で
、
9
は
東

北
で
は
な
い
が
薬
師
と
の
関
連
が
深
い
。
小
町
伝
承
に
つ
い
て
は
錦
仁
が
、

伝
説
一
覧
に
あ
げ
た
1
の
秋
田
県
雄
勝
町
の
伝
説
地
を
中
心
に
克
明
な
研

究
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
ま
と
め
深
草
少
将
伝
説
と
の
関
連
を
中
心

に
示
す
。

錦
仁
は
雄
勝
町
を
中
心
の
小
町
伝
説
が
、
そ
れ
を
管
理
す
る
一
族
の
特

別
の
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
を
克
明
に
示
し
た）

11
（

。
も
と
も
と
小
町
は
、
雄
勝

町
に
お
い
て
農
耕
・
医
療
・
養
蚕
・
信
仰
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
。

雄
勝
町
に
お
け
る
深
草
少
将
伝
説
は
、
そ
の
よ
う
な
土
着
の
民
俗
宗
教
の

上
に
な
り
た
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
語
っ
た
も
の
は
老
女
で
自
身
が

小
町
に
な
り
き
り
世
の
無
常
を
語
り
地
獄
の
奪
衣
婆
と
も
重
な
る
仏
教
唱

導
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
京
都
の
百
夜
通
い
の
目
印
が
榧
で
あ
る
の
に
対
し

こ
の
地
で
は
、
芍
薬
と
な
る
。
芍
薬
は
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
2
、

9
に
お
い
て
は
、
薬
師
如
来
が
小
町
の
瘡
を
治
癒
す
る
あ
ら
す
じ
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
後
、
菅
江
真
澄
の
『
雪
の
出
羽
路
』『
小
野
の
ふ
る
さ
と）

12
（

』

な
ど
の
江
戸
後
期
の
文
人
達
の
関
与
、
秋
田
藩
の
事
情
な
ど
で
民
俗
性
が

薄
れ
、
文
芸
的
な
彩
を
帯
び
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
京
都
周
辺
に
あ
る
き
わ
め
て
能
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い

る
も
の
（
3
、
4
、
5
、
6
）
で
、
こ
れ
は
能
「
通
小
町
」（
四
位
少
将
）

か
ら
直
接
の
摂
取
で
あ
り
、
延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
も
こ
の
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
と
考
え
る
の
で
後
に
詳
し
く
示
す
。

三
つ
目
は
、
京
丹
後
、
和
歌
山
、
熊
本
に
見
ら
れ
る
も
の
（
7
、
8
、

10
）
で
、
も
と
も
と
地
元
に
あ
る
伝
説
に
地
元
の
事
情
か
ら
少
将
伝
説
が

取
り
込
ま
れ
た
も
の
で
少
将
伝
説
に
主
眼
は
な
い
。
7
は
、
地
元
に
も
と

も
と
あ
っ
た
住
持
池
の
由
来
譚
に
少
将
伝
説
を
取
り
込
ん
だ
も
の
で）

13
（

、
８

も
実
態
の
な
い
小
町
を
補
完
す
る
た
め
に
少
将
伝
説
を
取
り
入
れ
て
い
た）

14
（

ま
た
10
は
、
百
夜
通
い
は
あ
る
が
、
地
元
の
娘
が
少
将
に
残
酷
な
仕
打
ち

を
し
た
た
め
成
仏
出
来
な
い
姿
を
語
る
（
注
（
1
）
六
十
四
頁
）。

全
国
に
残
る
深
草
少
将
伝
説
を
見
て
い
く
と
、
地
方
の
実
情
に
あ
っ
た

よ
う
に
話
が
改
変
さ
れ
て
い
た
。
少
将
伝
説
は
、
明
川
が
指
摘
す
る
よ
う

に
起
点
と
終
点
が
必
要
な
百
夜
通
い
は
、
困
難
さ
が
伴
い
そ
の
数
が
少
な

い
（
注
（
1
）
七
十
八
頁
）。
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そ
し
て
小
町
が
驕
慢
で
は
な
く
優
し
い
眼
差
し
も
あ
る
内
容
が
多
か
っ

た
中
、
10
は
、
厳
し
く
成
仏
も
で
き
な
い
の
は
、
こ
の
話
が
語
り
物
で
あ
っ

た
点
に
あ
る）

15
（

。
伝
説
か
ら
能
な
ど
芸
能
に
移
る
に
従
い
唱
導
色
が
強
く
な

り
厳
し
い
内
容
に
変
わ
る
と
執
筆
者
は
考
え
る
。
伝
説
と
宗
教
者
と
の
関

り
に
よ
り
話
が
変
化
す
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
れ
で
は
延
年
「
卒
都

婆
小
町
」
で
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
た
の
か
そ
れ
を
次
に
示
す
。

三
、 

毛
越
寺
延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
と
能
「
通
小
町
」「
卒
都
婆

小
町
」
の
比
較

延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
は
、
先
に
述
べ
る
よ
う
に
能
の
影
響
を
受
け
た

二
つ
目
の
タ
イ
プ
に
当
た
る
が
、
深
草
少
将
と
小
町
の
描
か
れ
方
に
独
自

性
が
あ
る
。
現
存
す
る
詞
章
と
現
地
調
査
よ
り
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い

き
た
い
。

か
つ
て
延
年
は
、
最
澄
の
教
え
を
伝
え
る
天
台
宗
寺
院
で
行
わ
れ
た
も

の
で
、
大
和
は
じ
め
全
国
で
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
現
在
は
、
毛
越
寺

ほ
か
、
数
か
所
し
か
残
っ
て
い
な
い
。

岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
の
毛
越
寺
に
は
、
二
〇
一
九
年
八
月
に
行
き
、

実
際
に
延
年
の
演
者
で
も
あ
る
藤
里
侑
生
氏
（
三
十
六
歳
）
よ
り
詞
章
を
見

な
が
ら
延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
の
謡
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
延
年
「
卒
都

婆
小
町
」
は
、
他
の
延
年
能
同
様
に
明
治
以
降
は
途
絶
え
て
い
る
。
本
田
安

次
は
、
明
治
維
新
の
危
機
と
説
明
し
て
い
た）

16
（

が
、
藤
里
氏
に
尋
ね
る
と
、「
廃

仏
毀
釈
で
の
一
山
の
体
制
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
僧
侶
が
還
俗
し
他
に
職
を

持
つ
な
ど
環
境
は
変
化
し
た
。
延
年
は
演
者
か
ら
演
者
へ
の
伝
承
な
の
で
、

〈
卒
都
婆
小
町
〉
に
つ
い
て
は
、
舞
は
受
け
継
ぐ
人
が
い
な
く
な
り
絶
え
て

い
る
。
謡
に
つ
い
て
は
、
薬
王
院
千
葉
秀
薫
や
慈
光
院
穂
積
慈
玄
よ
り
大
乗

院
藤
里
慈
亮
が
教
え
を
受
け
、
後
に
テ
ー
プ
に
移
し
残
る
。」
と
話
す
。

二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
日
、
実
際
の
毛
越
寺
延
年
を
常
行
堂
で
体
験
し

た
。
そ
こ
は
表
に
阿
弥
陀
如
来
、
そ
の
後
戸
に
摩
多
羅
神
が
祀
ら
れ
て
い

る
。
常
行
三
昧
供
の
後
、
後
戸
に
対
し
て
野
菜
が
供
え
ら
れ
る
。
そ
の
後

に
蘇
民
祭
が
あ
り
、
呼
立
、
田
楽
踊
り
、
路
舞
、
祝
詞
、
若
女
、
老
女
、

留
鳥
と
続
く
。
留
鳥
は
復
刻
さ
れ
た
能
で
あ
っ
た
。
明
治
以
降
途
絶
え
る

ま
で
は
延
年
能
は
法
会
の
最
後
に
あ
り
、
式
三
番
の
後
の
能
三
番
と
し
て
、

毎
年
交
互
に
務
め
ら
れ
た
。
一
番
能
は
「
女
郎
花
」（
エ
の
年
）
と
「
留
鳥
」

（
ト
の
年
）、
二
番
能
は
「
伯
母
捨
」（
エ
の
年
）
と
「
小
町
〈
卒
都
婆
小

町
〉」（
ト
の
年
）、
三
番
能
は
「
金
力
自
在
」（
年
不
明
）
と
「
慈
念
居
士
」

（
年
不
明
）
で
あ
る
。
江
戸
後
期
に
平
泉
に
来
た
菅
江
真
澄
も
体
験
し
、『
か

す
む
駒
形
』
に
実
際
の
延
年
を
見
た
様
子
を
記
し
て
い
る）

17
（

。

次
に
延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
の
内
容
に
つ
い
て
詞
章
を
も
と
に
示
し
た

い
。
延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
は
、
内
山
美
樹
子
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
能

「
通
小
町
」
と
能
「
卒
都
婆
小
町
」
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い

る
。
能
「
通
小
町
」
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
段
階
あ
り
、
能
「
卒
都
婆
小
町
」
は

古
能
「
小
町
」
か
ら
現
行
能
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
現

行
能
で
は
、
百
夜
通
い
は
、
能
「
通
小
町
」「
卒
都
婆
小
町
」
両
方
に
残
る
。

内
山
は
、
百
夜
通
い
は
、
Ａ
多
武
峰
か
ら
あ
る
が
、
延
年
「
卒
都
婆
小
町
」

の
百
夜
通
い
に
つ
い
て
は
、
能
「
卒
都
婆
小
町
」
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。
執
筆
者
は
、
百
夜
通
い
は
、
Ｂ
観
阿
弥
か
ら
と
考
え
る
の
で
内
山

と
は
違
う
。
し
か
し
、
延
年
の
百
夜
通
い
は
、
能
「
卒
都
婆
小
町
」
か
ら

で
あ
る
と
内
山
同
様
に
考
え
る
。
執
筆
者
と
内
山
の
相
違
点
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
主
張
を
は
っ
き
り
と
示
す
た
め
に
延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
と
能
「
通

小
町
」「
卒
都
婆
小
町
」
を
比
較
し
、
内
山
説
、
執
筆
者
説
を
示
す
表
「
延

年
「
卒
都
婆
小
町
」
の
あ
ら
す
じ
」
を
作
成
し
た
の
で
適
宜
参
照
さ
れ
た

い
。
延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
の
筋
展
開
を
1
〜
8
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ

を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
の
筋
展
開

1
老
残
の
身
の
小
町
と
四
位
の
少
将
の
霊
と
の
対
話　
2
百
夜
通
い
の

昔
話　
3
少
将
の
霊
、
小
町
を
都
の
中
を
引
き
回
す　
4
小
町
と
少
将

の
霊
、
高
野
山
へ
の
道
行　
5
空
海
と
小
町
の
卒
塔
婆
問
答　
6
少
将

の
霊
、
小
町
を
都
へ
連
れ
て
帰
ろ
う
と
す
る　
7
受
戒
、
二
人
の
誓
言　

8
高
野
霊
域
賛
美

ま
た
、
能
「
通
小
町
」
の
段
階
を
Ａ
多
武
峰
初
演
、
Ｂ
は
観
阿
弥
に
よ

る
改
作
、
Ｃ
は
世
阿
弥
改
作
の
能
「
通
小
町
」
と
し
た
。
能
「
卒
都
婆
小

町
」
は
、
伊
藤
正
義
の
古
能
推
測
）
18
（

に
よ
れ
ば
、
ワ
キ
僧
が
空
海
か
そ
れ
に

擬
す
僧
で
あ
る
と
い
う
。
小
町
の
道
行
き
は
高
野
山
ま
で
続
き
、
さ
ら
に

高
野
霊
山
賛
美
の
謡
が
あ
っ
た
と
も
言
及
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
示
し
た
。

現
行
能
「
通
小
町
」「
卒
都
婆
小
町
」
の
筋
立
て
も
示
す
。

能
「
通
小
町
」
の
筋
展
開
（
下
線
部
分
が
百
夜
通
い
）

夏
安
居
を
送
る
僧
と
里
女
が
京
都
八
瀬
で
出
会
う
。
里
女
は
、
小
野
小

町
だ
と
名
乗
り
消
え
る　
市
原
に
出
向
き
小
町
の
霊
と
出
会
う
。
小
町
は

自
身
の
受
戒
を
頼
む
。
深
草
少
将
が
現
れ
て
百
夜
通
い
を
再
現
し
、
小
町

の
受
戒
を
妨
げ
る
。
深
草
少
将
が
、
御
酒
戒
を
守
っ
た
こ
と
で
、
二
人
と

も
成
仏
す
る

能
「
卒
都
婆
小
町
」
の
筋
展
開
（
下
線
部
分
が
百
夜
通
い
）

高
野
山
の
高
僧
と
卒
塔
婆
に
座
る
零
落
し
た
姥
の
出
会
い
。卒
塔
婆
問
答
。

姥
に
高
僧
が
論
破
さ
れ
る
。
姥
は
小
町
と
名
乗
る
。
姥
に
深
草
少
将
が
憑
依

す
る
。
百
夜
通
い
を
見
せ
る
。
仏
心
を
得
て
小
町
も
少
将
も
成
仏
す
る
。

次
に
表
「
延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
の
あ
ら
す
じ
」
よ
り
こ
の
筋
立
て
を

比
較
し
て
み
る
と
、
内
山
説
で
は
、
初
演
の
Ａ
多
武
峰
は
、
延
年
「
卒
都

婆
小
町
」
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
内
山
が
Ａ
多
武
峰
か
ら
の
摂
取
で

あ
る
と
の
指
摘
は
、
執
筆
者
も
同
様
に
考
え
る
。
伊
藤
は
、
延
年
「
卒
都

婆
小
町
」
が
、
能
の
古
型
と
は
無
縁
と
述
べ
て
い
る
が）

19
（

、
表
で
明
ら
か
な

よ
う
に
多
く
の
部
分
が
重
な
り
、
Ａ
多
武
峰
か
ら
の
摂
取
で
あ
る
と
考
え

る
の
が
当
然
で
あ
る
。
百
夜
通
い
に
つ
い
て
内
山
は
、
Ａ
多
武
峰
「
四
位

少
将
」
か
ら
で
は
な
く
能
「
卒
都
婆
小
町
」
か
ら
で
あ
る
と
詞
章
の
比
較

か
ら
述
べ
て
い
る
（
注
（
5
）
五
十
七
頁
）。
そ
の
点
は
執
筆
者
も
同
様
で
あ

る
。
し
か
し
百
夜
通
い
に
つ
い
て
は
、
Ａ
多
武
峰
「
四
位
少
将
」
に
は
な

く
、
Ｂ
観
阿
弥
の
改
作
時
と
考
え
て
い
る
。
百
夜
通
い
摂
取
時
期
に
つ
い
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て
は
こ
こ
で
は
問
題
で
は
な
い
の
で
、
後
で

ま
た
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
と
め
る
と
、
1
は
『
玉
造
小
町
子
壮
衰

書
』
の
内
容
を
示
し
、
2
の
百
夜
通
い
は
、

改
作
後
の
能
「
卒
都
婆
小
町
」
よ
り
、
3
、

4
、
6
、
7
は
、
Ｂ
多
武
峰
「
四
位
少
将
」

よ
り
5
、
8
は
古
能
「
小
町
」
か
ら
と
な

る
。
次
に
延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
の
姿
に
つ

い
て
詞
章
よ
り
見
て
い
く
。

延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
は
、
内
山
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
紺
青
鬼
説
話
を
脚
本
化
し
た

よ
う
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』
で
は
小
野
小

町
に
青
鬼
が
離
れ
な
い
例
を
挙
げ
て
、
あ
ま

り
に
こ
の
世
で
人
を
拒
み
続
け
る
と
相
手
は

青
い
鬼
に
な
り
あ
の
世
ま
で
も
憑
く
か
ら
通

盛
の
愛
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
女
院
が
小
宰

相
を
諭
す
の
で
あ
る
。
松
岡
心
平
は
、
能

「
通
小
町
」
は
、
こ
の
紺
青
鬼
説
話
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
上
に
、
百
夜
通
い
の
歌
説

話
を
の
せ
、
そ
の
主
人
公
を
深
草
少
将
（
出
典
は
見
当
た
ら
な
い
）
と
小

野
小
町
に
し
て
結
構
し
た
も
の
と
「
小
野
小
町　
愛
の
夢
幻
〈
通
小
町
〉

〈
卒
都
婆
小
町
〉
な
ど
」（
注
（
9
）
八
十
七
頁
）
で
述
べ
て
い
る
。
松
岡
に

よ
る
と
、
紺
青
鬼
説
話
と
は
貴
族
の
女
性
に
近
付
く
機
会
の
多
か
っ
た
祈

祷
家
や
唱
導
家
の
間
に
育
ち
語
ら
れ
た
説
話
で
、
僧
が
高
貴
な
女
性
に
恋

慕
し
憑
く
と
い
う
話
柄
だ
と
い
う
。
既
に
述
べ
た
が
、鎌
倉
時
代
か
ら
『
平

家
物
語
』
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
小
町
に
は
紺
青
鬼
が
付
き
ま
と
っ
て
成

仏
を
妨
げ
て
い
る
と
い
う
紺
青
鬼
説
話
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

が
深
草
少
将
伝
説
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
延
年
「
卒
都
婆
小

町
」
で
は
、
直
接
深
草
と
い
う
名
称
で
は
語
ら
れ
な
い
が
、
少
将
と
し
て

の
百
夜
通
い
が
あ
り
、
そ
の
後
小
町
が
紺
青
鬼
と
な
っ
た
四
位
少
将
に
付

き
ま
と
わ
れ
、
引
っ
立
て
ら
れ
、
京
都
の
町
か
ら
高
野
山
を
目
指
す
様
子

が
語
れ
て
い
る
。
そ
の
詞
章
に
は
、
鬼
が
小
町
を
引
っ
立
て
行
く
様
子
な

ど
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
部
分
を
詞
章
か
ら
示
す
。

ツ
ク 

（
地
謡
）
か
し
こ
に
恥
を
さ
ら
さ
ん
と
て
、
急
げ
や
小
町
遅
し

と
て
、
先
に
追
立
連
行

ワ
キ
（
小
町
）
情
け
な
し
と
や
少
将

ツ
ク
は
、
地
謡
で
あ
る
が
、
少
将
の
言
葉
を
代
弁
す
る
詞
章
で
、
そ
れ

に
対
し
て
小
町
も
情
け
容
赦
な
い
と
答
え
て
い
る
。
内
山
は
、
延
年
「
卒

都
婆
小
町
」
で
の
（
深
草
）
少
将
は
、
紺
青
鬼
と
し
て
小
町
に
付
き
ま
と

い
攻
め
立
て
る
こ
と
の
み
を
取
り
上
げ
て
い
た
が
、
詞
章
を
吟
味
す
る
と

小
町
に
付
き
ま
と
っ
た
紺
青
鬼
の
少
将
（
深
草
）
と
小
町
と
の
関
係
に
は

あ
る
種
の
睦
ま
じ
さ
を
示
す
と
こ
ろ
も
あ
る
。
例
え
ば
そ
の
後
空
海
が
卒

塔
婆
に
座
る
女
（
小
町
）
を
お
っ
た
て
る
こ
と
に
対
し
て
の
詞
章
で
あ
る
。

延年「卒都婆小町」のあらすじ
能の演目 1 2 3 4 5 6 7 8 備考

多武峰（A）「四位少将」 〇 〇 〇 〇 〇 内山説
観阿弥（B）「四位少将」 〇 〇 〇

能「通小町」 〇 〇 世阿弥改作
能「小町」 〇 〇 〇 古能「卒都婆小町」

能「卒都婆小町」 〇 〇 〇
多武峰（A）「四位少将」 〇 〇 〇 〇 執筆者説

シ
テ 

（
少
将
）
や
如
何
な
る
こ
と
の
候
、
か
ほ
ど
に
や
せ
お
と
ろ
へ

ふ
る
へ
と
う
る
女
を
引
っ
立
て
擲
な
ま
れ
申
事
の
悔
し
さ
よ

少
将
は
、
空
海
の
仕
打
ち
に
対
し
て
小
町
に
同
情
し
て
い
る
。
そ
の
後

も
、
小
町
の
袖
を
取
っ
て
、
京
の
都
に
と
も
に
戻
る
こ
と
を
促
し
て
い
る
。

シ
テ
（
少
将
）
む
か
し
我
、
角
穆
ま
し
き
中
な
れ
ば

ツ
ク 

（
地
謡
）
悔
し
顔
な
る
道
行
つ
れ
、
つ
れ
な
な
が
ら
も
急
が
れ

て
、
も
と
の
都
に
歸
ら
ん
、
花
の
都
に
歸
ら
ん

延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
は
、
紺
青
鬼
が
小
町
に
付
き
ま
と
う
と
い
う
冷

た
い
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
愛
情
を
感
じ
る
よ
う
に
変
化
し

た
様
子
が
描
か
れ
て
い
て
、
最
後
に
受
戒
の
後
、
見
物
の
衆
も
共
に
そ
れ

を
祝
福
す
る
と
い
う
よ
う
な
様
子
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
延
年
「
卒
都
婆

小
町
」
に
み
る
深
草
少
将
伝
説
の
特
有
の
姿
と
言
え
る
。

ま
た
、
数
十
曲
あ
っ
た
演
目
の
中
で
こ
れ
が
残
っ
た
理
由
は
、
平
泉
と
京

都
と
の
深
い
結
び
つ
き
が
あ
る
と
執
筆
者
は
考
え
る
。
も
と
も
と
奥
州
藤
原

氏
初
代
の
藤
原
清
衡
は
京
都
と
平
泉
の
地
形
が
似
て
い
る
こ
と
で
、
こ
こ
に

都
を
造
営
し
た
と
角
田
文
衛
は
、「
平
泉
と
平
安
京
の
見
過
ご
さ
れ
て
い
た

関
係
）
20
（

」
で
述
べ
る
。
ま
た
、
都
を
造
営
し
た
清
衡
は
、
京
都
に
憧
れ
京
都
の

文
化
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
と
も
述
べ
る
。『
吾
妻
鏡
）
21
（

』
に
よ
る
と
、
金

堂
、
常
行
堂
な
ど
毛
越
寺
の
主
な
伽
藍
造
営
の
時
は
、
東
山
道
、
東
海
道
は

往
来
が
一
時
も
切
れ
目
な
か
っ
た
と
も
記
載
さ
れ
京
都
と
の
交
流
が
盛
ん
で

あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
、そ
の
後
も
続
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
の
詞
章
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
そ
の
詞
章

に
は
具
体
的
京
の
街
並
み
が
出
て
く
る
の
で
そ
れ
を
示
す
。

ツ
ク 

（
地
謡
）
此
の
都
の
内
は
、
内
裏
仙
洞
関
白
殿
下
、
槐
門
大
守
、

ゆ
う
ゑ
い
を
は
じ
め
と
し
て
、
あ
や
か
や
坊
門
姉
三
条
、
錦
猪

の
熊
室
小
路
、
西
の
洞
院
烏
丸
、
門
々
に
面
を
さ
ら
さ
せ
、
か

し
こ
や
こ
ゝ
の
辻
車
、
め
ぐ
り
て
物
や
戀
衣
の
、
袖
に
も
餘
る

我
思
ひ
、
こ
こ
に
も
恨
み
が
盡
せ
ね
ば
、
女
も
通
は
ん
高
野
山

傍
線
部
は
、
京
都
の
古
い
通
り
名
で
あ
る
。
次
に
示
す
の
は
通
り
名
と

現
在
の
通
り
の
名
称
の
比
較
で
あ
る）

22
（

。

東
西
の
通
り
（
詞
章
↓
通
名
）

あ
や
↓
綾
小
路
、
か
や
↓
不
明
、
坊
門
↓
三
条
坊
門
小
路
、
姉
↓
姉
小

路
、
三
条
↓
三
条
大
路

南
北
の
通
り
（
詞
章
↓
通
名
）

錦
↓
錦
通
り
、
猪
の
熊
↓
猪
熊
小
路
、
室
↓
室
町
小
路
、
西
の
洞
院
↓

西
洞
院
大
路
、
烏
丸
↓
烏
丸
大
路

能
「
通
小
町
」
に
は
見
え
な
い
の
で
、
明
ら
か
に
京
都
を
意
識
し
て
延

年
「
卒
都
婆
小
町
」
に
挿
入
し
た
と
考
え
る
。
具
体
的
な
名
称
を
入
れ
て

も
そ
れ
が
理
解
で
き
る
ほ
ど
、
平
泉
の
人
に
と
っ
て
は
、
京
の
都
は
身
近
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で
憧
れ
の
地
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
詞
章
の
中
で
注
目
す

る
の
は
、
東
北
特
有
の
習
俗
で
あ
る
錦
木
）
23
（

を
引
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
東
北
の
男
女
が
愛
を
成
就
す
る
た
め
に
錦
木
を
目
印
に
す
る
習

俗
で
、
ど
こ
か
百
夜
通
い
を
彷
彿
と
さ
せ
、
能
「
通
小
町
」
に
は
な
い
延

年
の
独
自
性
で
あ
る
。
そ
の
部
分
を
示
す
。

シ
テ 

（
少
将
）
山
尾
の
尾
を
隔
て
た
る
心
地
し
て
、
何
を
か
さ
の
に
錦

木
の
、
數
は
積
も
れ
ど
遇
ぬ
故
、
通
は
じ
は
や
と
は
思
へ
ど
も
、

賤
の
女
が
、
さ
む
き
き
ぬ
た
の
去
り
迚
は
、
打
捨
て
が
た
き
道
な

れ
ば

ま
た
、
東
北
の
地
名
も
織
り
込
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
伝

説
が
そ
の
土
地
の
も
の
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
く
過
程
と
同
様
で
あ
る
。

本
田
も
こ
の
演
目
が
延
年
に
残
っ
た
理
由
は
、
歌
枕
を
取
り
込
ん
だ
こ
と

に
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
詞
章
の
部
分
も
示
す
。

ツ
ク 

（
地
謡
）　
も
し
や
遇
せ
ぬ
居
待
月
、
陸
奥
の
阿
古
屋
の
松
に
木

隠
て
、
出
て
も
や
ら
れ
ん
闇
（
く
ら
）
き
夜
に

こ
こ
で
「
阿
古
屋
の
松
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
歌
枕

で
も
あ
り
、
世
阿
弥
作
の
能
「
阿
古
屋
の
松
」
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ

る
。
陸
奥
守
藤
原
実
方
の
話
で
、
東
北
ゆ
か
り
の
有
名
な
説
話
も
あ
る
。

そ
れ
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
人
々
に
親
近
感
を
持
た
せ
た
の
で
あ
る
。

延
年「
卒
都
婆
小
町
」が
、
残
っ
た
理
由
は
、
そ
の
詞
章
に
あ
っ
た
。
平
泉

の
人
々
の
京
の
都
へ
の
憧
れ
は
、
い
に
し
え
の
藤
原
三
代
の
栄
華
の
時
代
へ

の
郷
愁
と
繋
が
り
、
一
方
で
は
地
元
の
習
俗
も
取
り
込
み
演
じ
ら
れ
て
き
た

こ
と
で
定
着
し
た
。
延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
も
、
今
ま
で
見
て
き
た
各
地
の

伝
説
と
同
様
に
地
域
の
事
情
と
結
び
つ
き
、
変
化
し
て
演
じ
る
こ
と
で
伝
承

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
深
草
少
将
伝
説
と
し
て
は
、
鬼
と

な
っ
た
四
位
少
将
が
、
小
町
に
付
き
纏
う
、
そ
し
て
情
を
通
わ
せ
互
い
に
成

仏
を
得
る
と
い
う
独
特
の
姿
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
伝
説
か
ら
能
と
い
う

芸
能
に
な
る
と
厳
し
い
関
係
と
な
る
小
町
と
少
将
も
延
年
で
は
微
笑
ま
し
い

姿
で
語
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
、延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
の
独
特
の
姿
で
あ
っ

た
。
そ
れ
で
は
、
鬼
能
で
あ
っ
た
Ａ
「
四
位
少
将
」
が
ど
の
よ
う
に
能
「
通

小
町
」
の
深
草
少
将
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て

は
京
都
の
伝
承
地
を
調
査
す
る
こ
と
で
そ
の
手
掛
か
り
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

四
、
京
都
の
深
草
少
将
伝
承
地
の
実
態

京
都
に
お
け
る
深
草
少
将
伝
説
は
、
明
川
忠
夫
が
指
摘
す
る
よ
う
に
能

「
通
小
町
」「
卒
都
婆
小
町
」
の
舞
台
の
あ
る
場
所
に
あ
る
。
京
都
の
市
原

野
、
山
科
、
深
草
お
よ
び
そ
の
付
近
に
あ
る
小
野
氏
ゆ
か
り
の
場
所
も
併

せ
て
深
草
少
将
伝
説
を
探
訪
し
、
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

（
一
）
市
原
野
（
補
陀
洛
寺
周
辺
）

（
巻
末
の
伝
説
一
覧
3
）
小
町
は
和
歌
に
長
じ
た
絶
世
の
美
女
で
宮
仕
え
し

て
い
た
が
、
父
の
急
死
で
こ
こ
に
籠
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
条
に
邸
宅
の

あ
っ
た
深
草
少
将
に
、
切
な
る
胸
の
う
ち
を
訴
え
ら
れ
た
が
、
父
の
中
陰
だ

か
ら
あ
と
百
日
待
っ
て
い
て
欲
し
い
と
伝
え
、
少
将
の
百
夜
通
い
が
始
ま
っ

た
。
い
よ
い
よ
百
夜
、
小
町
は
訪
れ
を
待
っ
た
が
、
少
将
は
こ
な
い
。
実
は

そ
の
夜
、
三
年
前
に
少
将
の
父
が
応
天
門
に
放
火
し
た
こ
と
が
発
覚
し
、
父

は
伊
豆
へ
、
少
将
は
隠
岐
へ
流
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
そ
れ
を
知
り
小
町
は
、

深
く
恥
じ
て
、
少
将
に
操
を
立
て
た
。
少
将
は
隠
岐
の
島
で
亡
く
な
る
時
、

小
町
の
夢
枕
に
た
っ
た
。
小
町
は
少
将
の
菩
提
を
弔
い
九
十
歳
の
長
寿
で
亡

く
な
っ
た
。
あ
る
日
親
交
の
あ
っ
た
西
行
法
師
と
恵
心
僧
都
が
訪
ね
て
み
る

と
、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
た
小
町
の
髑
髏
か
ら
ス
ス
キ
が
生
え
て
い
た
の
で
、

二
人
は
ね
ん
ご
ろ
に
経
を
誦
し
、
手
向
の
歌
を
詠
む
と
小
町
の
亡
霊
が
現
れ

て
、「
秋
風
の
吹
く
に
つ
け
て
も　

あ
な
め
あ
な
め　

小
野
と
は
い
は
じ　

す
す
き
生
ひ
け
り
」
と
詠
ん
だ
と
い
う
（
補
陀
洛
寺
に
伝
わ
る
伝
説
）
24
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）

こ
の
伝
説
の
残
る
補
陀
洛
寺
は
、
も
と
静
原
に
あ
っ
た
清
原
深
養
父
が

建
立
し
た
補
陀
洛
寺
の
名
を
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
清
原
深
養
父
は
、
平

安
時
代
中
期
の
歌
人
中
古
三
十
六
歌
仙
の
一
人
で
あ
っ
た
。
吾
妻
鏡
に
は
、

文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
奥
州
の
藤
原
基
衡
が
毛
越
寺
の
吉
祥
堂
を
建
立

す
る
に
あ
た
り
、
補
陀
洛
寺
の
本
尊
千
手
観
音
像
を
ま
ね
て
造
っ
た
と
あ

り
、
当
時
は
平
泉
毛
越
寺
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
に
挙

げ
た
補
陀
洛
寺
に
残
る
深
草
少
将
伝
説
は
、
応
天
門
事
件
な
ど
歴
史
的
史

実
を
取
り
込
み
、
あ
な
め
薄
と
い
う
小
町
の
歌
と
説
話
が
取
り
込
ま
れ
て

の
貴
種
流
離
譚
と
な
っ
て
い
る
。
市
原
野
で
の
百
夜
通
い
は
、
一
条
寺
か

ら
補
陀
洛
寺
へ
通
う
話
と
な
る
。
徒
歩
で
一
時
間
に
二
十
分
と
少
し
距
離

は
長
く
な
る
が
、
通
え
な
い
距
離
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
能
「
通
小
町
」

の
成
功
か
ら
、
そ
こ
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
原
野
の
補
陀
洛
寺
が
隋
心
院
の

百
夜
通
い
を
取
り
込
ん
で
、
伝
承
地
と
し
て
寺
内
を
整
え
た
と
考
え
る
。

市
原
野
は
、
京
都
の
鬼
門
に
当
た
る
赤
山
禅
院
が
近
く
背
後
に
は
、
比

叡
山
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
京
の
埋
葬
地
に
当
た
り
宗
教
者
も
多
く
居
住
し

て
い
た
。
こ
の
地
は
、
能
「
通
小
町
」
で
成
仏
を
願
う
小
町
が
さ
ま
よ
う

場
所
と
し
て
相
応
し
い
。
そ
の
元
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
地
で
古
く
か
ら

行
わ
れ
て
い
た
魂
祭
り
に
あ
る
。
魂
祭
り
に
つ
い
て
は
、
現
地
調
査
を
含

め
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

（
二
） 

随
心
院
（
隋
心
院
御
霊
町
）
と
そ
の
周
辺

（
巻
末
の
伝
説
一
覧
4
）　
小
町
を
見
初
め
た
少
将
が
、「
百
日
の
間
、
私
の

元
へ
通
っ
て
く
れ
ま
し
た
な
ら
、
貴
方
の
想
い
の
ま
ま
に
な
り
ま
す
」
と

小
町
か
ら
い
わ
れ
て
、
雨
の
日
も
雪
の
日
も
通
い
続
け
て
九
十
九
日
、
後

の
一
日
残
す
ば
か
り
の
こ
の
日
、
発
病
の
為
、
降
る
雪
に
埋
も
れ
て
こ
の

世
を
去
っ
た
。
小
町
は
、
少
将
が
来
る
の
を
榧
の
実
で
数
え
て
い
た
。（
京

都
市
山
科
小
野
御
霊
町　
随
心
院
）

隋
心
院
は
、七
世
親
厳
僧
正
の
時
に
後
堀
川
天
皇
よ
り
門
跡
寺
院
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
小
野
氏
に
繋
が
る
小
町
を
取
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
と
明

川
は
指
摘
す
る
。（
注
（
1
）
五
十
六
頁
）
寺
伝
に
よ
る
と
、
小
町
は
、

九
十
九
個
の
榧
を
少
将
が
通
っ
て
き
た
道
に
植
え
た
と
あ
る
が
、
現
在
で
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も
境
内
に
二
本
だ
け
は
残
る
。
ま
た
百
夜
通
い
を
取
り
込
ん
だ
深
草
少
将

が
欣
浄
寺
に
通
う
道
が
「
小
町
化
粧
井
戸
」
の
西
側
に
あ
り
、
そ
の
小
径

に
か
つ
て
は
ひ
な
び
た
茶
屋
も
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
能
「
通
小
町
」
の

百
夜
通
い
に
沿
う
よ
う
に
伝
説
が
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
三
月
の
「
は
ね
ず
踊
り
」
に
も
、
結
末
の
違
う
深
草
少
将
伝
説
が

残
る
。
も
と
も
と
は
、
随
心
院
で
語
ら
れ
た
伝
説
が
も
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
代
理
人
を
立
て
見
破
ら
れ
深
草
少
将
の
思
い
も
お
じ
ゃ
ん
に
な
っ
た

と
囃
さ
れ
る
。
毎
年
、
は
ね
ず
の
咲
く
頃
に
、
里
の
子
た
ち
が
家
々
を
訪

ね
て
門
内
の
庭
で
踊
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
隋
心
院
の
伝
説
と
は
ね
ず

踊
り
で
の
結
末
の
相
違
は
、
わ
ら
べ
歌
と
し
て
里
で
歌
わ
れ
舞
わ
れ
て
き

た
経
緯
か
ら
滑
稽
さ
を
加
味
す
る
た
め
の
変
更
だ
と
執
筆
者
は
考
え
る
。

周
辺
に
も
少
し
視
点
の
変
わ
る
伝
説
が
残
る
の
で
次
に
示
す
。

（
巻
末
の
伝
説
一
覧
5
）
小
野
小
町
は
仮
の
居
住
と
し
て
隋
心
院
に
い
た
。

小
町
は
絶
世
の
美
女
、
深
草
少
将
が
小
町
に
懸
想
し
た
。
少
将
は
、
現
在

の
師
団
街
道
の
辺
り
に
住
ん
で
い
た
。
深
草
は
、
小
町
を
も
の
に
す
べ
く

艶
書
を
書
き
続
け
た
。
小
町
は
、
少
将
が
あ
ま
り
に
熱
心
な
の
で
、
ほ
だ

さ
れ
て
百
日
通
っ
て
下
さ
っ
た
ら
お
話
を
聞
い
て
も
よ
い
で
す
と
答
え
、

少
将
は
、
毎
日
、
中
の
茶
屋
と
い
う
峠
を
越
え
て
通
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
も
う
明
日
が
百
日
目
、
小
町
は
、
心
待
ち
に
し
て
い
た
が
、
深
草
少

将
は
、
九
十
九
日
目
に
寒
さ
の
た
め
に
息
絶
え
て
死
ん
だ
。
小
町
は
、
慙

愧
に
絶
え
ず
、
榧
の
実
を
随
心
院
の
近
く
に
撒
い
た
。
な
ん
で
も
九
十
九

本
撒
い
た
と
い
う
が
、
全
部
つ
か
な
か
っ
た
。
今
あ
る
小
町
地
蔵
は
少
将

が
小
町
に
送
っ
た
艶
書
で
作
っ
た
も
の
で
あ
り
地
蔵
堂
に
あ
っ
た
が
、
今

は
わ
か
ら
な
い
。（
京
都
市
山
勧
修
寺
風
呂
屋
敷
町
）

こ
の
話
は
、
小
町
地
蔵
縁
起
で
あ
る
と
明
川
は
、
指
摘
す
る
（
注
（
1
）

六
十
頁
）。
小
町
地
蔵
は
、
少
将
が
小
町
に
送
っ
た
艶
書
を
固
め
て
造
っ
た
も

の
で
、
昔
、
瀋
谷
路
傍
に
あ
っ
た
比
丘
尼
が
管
理
す
る
「
玉
章
地
蔵
堂
」
に

あ
っ
た
。
瀋
谷
路
は
、
京
都
の
埋
葬
地
鳥
辺
山
の
中
を
西
か
ら
東
へ
貫
く
路

で
、
現
在
そ
の
玉
章
地
蔵
は
、
東
福
寺
退
蔵
院
に
奉
ら
れ
て
い
る
。
も
と
も

と
は
小
町
に
懸
想
し
た
僧
達
の
艶
書
で
あ
っ
た
も
の
が
あ
り
、
後
に
深
草
少

将
伝
説
を
取
り
込
む
こ
と
で
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
三
）
深
草̶

欣
浄
寺
周
辺

（
巻
末
の
伝
説
一
覧
6
）
傳
へ
云
フ
。
此
地
（
欣
浄
寺
）
ハ
往
昔
四
位
少
将

ノ
宅
地
也
。
故
ニ
世
ニ
深
草
少
将
ト
云
フ
。（
中
略
）
少
将
小
町
ヲ
恋
ス
ル

ニ
小
町
其
志
情
浅
深
ヲ
シ
ラ
ン
タ
メ
、
車
ノ
榻
ニ
百
夜
通
ウ
べ
シ
ト
。
少

将
則
此
所
ヨ
リ
小
野
ニ
通
フ
。
小
野
ハ
此
レ
ヨ
リ
東
方
ニ
当
テ
一
里
餘
ニ

ア
リ
。
今
墨
染
ノ
東
、
大
亀
谷
ヲ
経
テ
小
野
ニ
至
ル
。（
京
都
市
深
草
欣
浄

寺
、『
山
州
名
跡
志
』
江
戸
時
代
中
期
）

こ
れ
は
、
欣
浄
寺
に
残
る
深
草
少
将
伝
説
で
あ
る
。
昨
年
夏
に
、
当
寺
に

伺
い
深
草
で
生
ま
れ
育
っ
た
住
職
の
奥
さ
ん
か
ら
、
少
将
と
小
町
の
百
夜
通

い
は
昔
か
ら
知
っ
て
い
て
信
じ
て
い
る
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ

た
。
深
草
は
、
和
歌
の
歌
枕
に
な
る
土
地
柄
で
あ
り
平
安
時
代
か
ら
多
く
歌

が
詠
ま
れ
た
。
寺
に
は
、
少
将
と
小
町
の
墓
も
あ
り
、
墨
染
の
井
戸
、
艶
文

で
作
ら
れ
た
深
草
少
将
像
な
ど
も
あ
っ
た
。
墓
に
つ
い
て
は
、
再
築
さ
れ
た

も
の
で
古
く
な
い
。
背
後
の
竹
藪
中
に
は
、「
少
将
通
い
道
」
と
言
わ
れ
る

小
路
が
あ
っ
て
、
秀
吉
の
伏
見
在
城
の
頃
、
訴
訟
あ
る
も
の
は
こ
の
道
を
通

る
と
願
い
ご
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
と
つ
た
え
る
が
、
現
在
で
は
、
宅
地
化
さ

れ
て
道
が
な
く
な
っ
て
い
た
。
隋
心
院
と
欣
浄
寺
は
、
深
草
少
将
伝
説
を
形

成
す
る
時
に
対
の
よ
う
な
関
係
で
、
欣
浄
寺
と
随
心
院
が
あ
る
こ
と
で
百
夜

通
い
は
成
立
し
た
。
欣
浄
寺
か
ら
四
百
米
離
れ
る
大
亀
谷
は
、
念
仏
僧
が
集

ま
る
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
醍
醐
寺
西
惣
門
に
は
、
散
所
が
あ
り
、
大

亀
谷
の
三
昧
僧
が
散
所
ま
で
通
っ
た
話
か
ら
百
夜
通
い
は
出
来
た
の
で
は
な

い
か
そ
し
て
そ
の
成
立
に
は
多
く
の
雑
芸
人
の
関
与
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
明
川
は
述
べ
る
（
注
（
1
）
五
十
頁
）。
執
筆
者
も
醍
醐
寺
は
観
阿
弥
が
京

都
進
出
の
足
掛
か
り
と
し
た
場
所
で
、
そ
こ
で
こ
の
話
を
聞
き
、
観
阿
弥
が

能
に
取
り
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
れ
を
論
証
し
て
い
く
の
は

こ
れ
か
の
課
題
と
な
る
が
何
に
し
て
も
随
心
院
と
欣
浄
寺
が
少
将
伝
説
成
立

に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

五
、
深
草
少
将
伝
説
成
り
立
ち
に
つ
い
て
の
考
察

（
一
）
深
草
少
将
伝
説
の
初
期
の
姿 

延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
は
、
Ａ
の
多
武
峰
の
「
四
位
少
将
」
を
も
と
に

し
た
も
の
で
、
執
着
の
紺
青
鬼
に
憑
き
ま
と
わ
れ
成
仏
で
き
な
い
が
、
最

後
に
は
空
海
と
い
う
宗
教
者
に
よ
り
共
に
成
仏
す
る
姿
と
い
う
唱
導
能
で

あ
っ
た
。
延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
は
、
京
都
を
舞
台
に
し
た
能
「
通
小
町
」

「
卒
都
婆
小
町
」
と
共
通
の
祖
型
を
持
つ
初
期
の
深
草
少
将
伝
説
を
伝
え
る

と
本
稿
で
は
述
べ
て
き
た
。
そ
し
て
、「
四
位
少
将
」
初
演
の
多
武
峰
は
、

日
本
で
最
初
に
道
教
寺
院
が
建
て
ら
れ
た
場
所
で
も
あ
っ
た
。 
ま
た
道
教

に
ゆ
か
り
の
深
い
赤
山
禅
院
周
辺
が
示
す
よ
う
に
、
小
野
氏
に
は
鬼
門
を

守
る
存
在
と
し
て
、
地
獄
に
自
由
に
行
き
来
が
で
き
る
と
い
う
伝
説
を
持

つ
小
野
篁
が
お
り
、
巫
女
的
な
存
在
と
し
て
の
小
町
も
い
た
。
そ
う
な
る

と
、
紺
青
鬼
に
付
き
ま
と
わ
れ
る
延
年
能
の
小
町
の
姿
は
、
一
見
矛
盾
す

る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
中
世
の
女
人
不
浄
説
に
よ
る
小
町
像
の
変
化

と
考
え
る
の
で
さ
ら
に
整
理
し
考
察
を
進
め
た
い
。

（
二
）
和
歌
か
ら
の
深
草
少
将
出
現

深
草
少
将
伝
説
は
、
和
歌
が
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
主
人
公
で
あ
る
小

野
小
町
が
、
有
名
な
歌
人
で
あ
り
、『
古
今
集
』
の
十
八
首
の
み
が
確
実
な

歴
史
資
料
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
藤
原
清
輔
の
書
い
た
歌
学
書
『
奥
義
抄
』

の
誤
訳
、
さ
ら
に
深
草
少
将
が
深
草
と
い
う
和
歌
の
連
想
に
よ
り
作
ら
れ

る
な
ど
、
常
に
和
歌
が
元
に
あ
っ
た
。 

さ
ら
に
平
泉
の
延
年
か
ら
、
あ
ら

た
に
清
原
深
養
父
と
い
う
存
在
が
み
え
て
き
た
。
京
都
の
深
草
少
将
の
伝

承
地
で
あ
る
市
原
野
の
補
陀
洛
寺
の
本
尊
を
、
平
泉
毛
越
寺
が
写
し
て
吉

祥
堂
を
建
て
本
尊
に
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
背
景
に
は
、
当
時
の
京
都

と
平
泉
と
の
深
い
関
り
が
あ
っ
た
。
市
原
野
と
平
泉
毛
越
寺
を
結
び
つ
け

る
人
物
と
し
て
の
そ
の
補
陀
洛
寺
周
辺
に
別
荘
を
持
ち
、
建
立
に
関
わ
っ

た
と
さ
れ
る
清
原
深
養
父
が
い
た
。
も
と
も
と
和
歌
に
携
わ
る
人
の
間
で
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は
、
百
夜
通
い
は
広
く
語
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

和
歌
は
、
掛
詞
、
縁
語
な
ど
言
葉
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
を

膨
ら
ま
せ
る
も
の
で
、
連
想
を
用
い
る
謡
曲
の
詞
章
の
作
り
方
と
発
想
は

同
じ
で
あ
る
と
さ
れ
る
。「
四
位
少
将
」
と
い
う
名
前
の
能
か
ら
深
草
少
将

に
転
じ
た
の
は
、「
小
町
へ
の
思
い
が
深
い
深
草
」
で
あ
り
、
深
草
は
地
名

で
は
な
く
懸
け
言
葉
、
縁
語
の
類
と
し
て
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
深
草
の
言
葉
と
重
ね
て
隣
接
す
る
墨
染
寺
の
儚
い
墨

染
桜
の
イ
メ
ー
ジ
も
重
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
掛
詞
と
い
え
ば
四
位
は
「
椎
（
し
い
）」
で
百
夜
通
い
は
「
榻
」

な
ど
木
に
纏
わ
る
話
で
も
あ
る
。
ま
た
、
四
位
と
い
う
位
は
、
三
位
ま
で
が

朝
廷
の
中
枢
に
仕
え
る
高
級
官
僚
で
、
四
位
か
ら
は
地
方
赴
任
も
あ
る
地
位

で
は
あ
る
が
そ
の
最
上
位
で
、
あ
こ
が
れ
の
官
職
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
和
歌
の
連
想
か
ら
深
草
の
少
将
は
、
形
成
さ
れ
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
そ

の
和
歌
に
つ
な
が
る
深
草
、
市
原
野
そ
し
て
小
町
の
里
に
あ
る
伝
説
が
巧
み

に
能
「
通
小
町
」
に
取
り
込
ま
れ
、
そ
こ
が
伝
承
地
に
な
っ
た
と
考
え
る
。 

（
三
）
九
十
九
と
い
う
習
俗
の
受
容 

深
草
少
将
伝
説
の
百
夜
通
い
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
点
は
、
九
十
九
と

い
う
数
で
あ
る
。
桜
井
満
が
、『
伝
説
の
ふ
る
さ
と
』（
注
（
24
）
百
四
頁
）

で
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
九
十
九
の
習
俗
が
み
え
る
。
深
草
少
将
が
、

九
十
九
日
通
い
、
あ
と
一
夜
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
百
と
い
う
数

字
の
完
結
性
と
い
わ
れ
る
。
桜
井
満
は
、
そ
こ
に
民
族
信
仰
の
型
が
あ
る

と
説
く
。 

熊
野
の
九
十
九
王
子
、
地
名
で
九
十
九
里
浜
、
越
後
の
九
十
九

曲
河
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
の
九
十
九
伝
説
を
紹
介
し
、
百
な
り
千
な
り
完
全

な
世
界
に
な
っ
て
現
れ
る
の
が
神
で
、
悲
願
成
就
で
き
る
の
は
、
神
に
祝

福
さ
れ
た
も
の
の
み
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
ま
た
市
原
野
の
深
草
少
将
伝

説
で
小
町
が
少
将
を
拒
む
理
由
と
し
て
中
陰
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
る
の
は
、

宗
教
者
で
あ
る
か
ら
と
も
述
べ
て
い
る
。
も
と
も
と
、
日
本
に
あ
っ
た

九
十
九
の
習
俗
が
、
小
野
小
町
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
深
草
少
将
と
い
う

悲
劇
の
主
人
公
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

（
四
） 

深
草
少
将
伝
説
と
観
阿
弥
の
京
都
進
出 

平
泉
毛
越
寺
延
年
に
お
け
る
深
草
少
将
伝
説
は
、
既
に
述
べ
て
き
た
よ

う
に
唱
導
僧
が
作
っ
た
能
「
四
位
少
将
」
の 

Ａ
多
武
峰
か
ら
影
響
を
受
け

た
も
の
で
あ
る
。
鬼
能
で
あ
っ
た
Ａ
「
四
位
少
将
」
に
、
百
夜
通
い
が
取

り
込
ま
れ
た
の
は
、
Ｂ
観
阿
弥
の
改
作
で
あ
る
「
四
位
少
将
」
で
あ
っ
た

と
考
え
る
。
そ
こ
に
、
観
阿
弥
の
京
都
進
出
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。 

百
夜
通
い
の
伝
説
地
は
、
和
歌
ゆ
か
り
の
場
所
で
あ
る
と
同
時
に

京
都
の
埋
葬
地
付
近
で
も
あ
り
、
そ
こ
に
は
多
く
の
宗
教
者
が
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
明
川
忠
夫
は
、
京
都
の
醍
醐
寺
西
惣
門
は
宗
教
者
の
集
ま
る

場
所
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
（
注
（
1
）
四
十
九
頁
）。
観
阿
弥
の
京
都
進
出
の

成
功
は
今
熊
野
神
社
で
の
将
軍
の
観
能
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
前
の
醍
醐
寺

で
の
興
行
が
成
功
の
足
掛
か
り
で
あ
っ
た
。
醍
醐
寺
演
能
の
時
に
、
深
草

と
い
う
地
名
に
地
元
の
百
夜
通
い
の
説
話
を
取
り
込
み
、
観
阿
弥
に
よ
る 

Ｂ
段
階
の
能
「
四
位
少
将
」
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
を
世
阿
弥
が
改
作
し
て
、
Ｃ
の
能
「
通
小
町
」
と
な
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
結
論
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
、
京
都
進
出
の
演
能
記
録

な
ど
を
調
査
し
て
、
い
っ
そ
う
信
憑
性
を
高
め
た
い
。 

 お
わ
り
に

延
年
「
卒
都
婆
小
町
」
の
深
草
少
将
伝
説
の
成
立
と
独
自
性
か
ら
、
能

「
通
小
町
」
へ
と
繋
ぐ
Ｂ
観
阿
弥
の
改
作
「
四
位
少
将
」
へ
と
考
察
を
進
め

て
い
っ
た
。
京
都
の
伝
承
地
は
、
能
「
通
小
町
」「
卒
都
婆
小
町
」
と
深
く

関
わ
り
を
持
ち
、
多
く
の
宗
教
者
が
集
う
場
所
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ

た
。
深
草
少
将
伝
説
に
は
、
そ
の
よ
う
な
宗
教
者
の
関
与
も
考
え
ら
れ
る

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
登
場
人
物
が
深
草
少
将
と
小
野
小
町
と
な
り
定
着

し
た
時
期
に
つ
い
て
、
観
阿
弥
の
京
都
進
出
を
綿
密
に
調
査
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。

注（
1
） 

明
川
忠
夫
『
小
町
伝
説
の
伝
承
世
界
』
二
〇
〇
七　
勉
誠
出
版

（
2
） 

本
田
安
次
『
延
年
』
一
九
六
九　
木
耳
社

（
3
） 

世
阿
弥
（
著
）
田
中
裕
校
注
「
申
楽
談
儀
」『
世
阿
弥
芸
術
論
集
』

一
九
七
六　
新
潮
社

（
4
） 

伊
藤
正
義
校
注　

新
潮
日
本
古
典
集
成
『
謡
曲
集
』
中　

一
九
八
六　

新
潮
社

（
5
） 

内
山
美
樹
子
「〈
通
小
町
〉
と
毛
越
寺
延
年
〈
卒
都
婆
小
町
〉」『
演
劇

学
三
十
三
』
一
九
九
二　
早
稲
田
大
学
演
劇
研
究
室

（
6
） 

佐
佐
木
信
綱
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
一
巻　
一
九
五
七　
風
間
書
房

（
7
） 

三
善
貞
司
『
小
野
小
町
攻
究
』
一
九
九
二　
新
典
社

（
8
） 

片
桐
洋
一
『
小
野
小
町
追
跡
』
一
九
七
五　
笠
間
書
院

（
9
） 

松
岡
心
平
「
小
野
小
町　
愛
の
夢
幻
〈
通
小
町
〉〈
卒
都
婆
小
町
〉
な

ど
」『
国
文
学
二
十
八
』
一
九
八
三　
学
灯
社

（
10
） 

藤
原
仲
実
「
古
今
和
歌
集
目
録
」
続
群
書
類
従
完
成
会
編
『
群
書
解
題
』

第
十
巻　
一
九
八
六　
続
群
書
類
従
完
成
会

（
11
） 

錦
仁
『
小
町
伝
説
の
誕
生
』
二
〇
〇
四　
角
川
選
書

（
12
） 

内
田
武
志
・
宮
本
常
一
編
『
菅
江
真
澄
全
集
』
第
一
巻
「
小
野
の
ふ
る

さ
と
」
一
九
七
一　
未
来
社　
第
十
一
巻
「
雪
の
出
羽
路
」
一
九
八
〇　

未
来
社

（
13
） 

注
（
1
）
の
七
十
五
頁
に
あ
る
岩
出
町
誌
に
よ
る
伝
説

（
14
） 

注
（
1
）
の
六
十
二
頁
（
妙
性
寺
寺
記
）、
百
七
十
六
頁

（
15
） 

成
田
守
『
盲
僧
の
伝
承
』
一
九
八
五　
三
弥
井
書
店

（
16
） 

本
田
安
次　

本
田
安
次
著
作
集
『
日
本
の
伝
統
芸
能
』
第
十
五
巻　

一
九
九
八　
錦
正
社

（
17
） 

内
田
武
志
・
宮
本
常
一
編
「
か
す
む
駒
形
」『
菅
江
真
澄
全
集
』
第
一

巻　
一
九
七
一　
未
来
社

（
18
） 

伊
藤
正
義
「
作
品
研
究　
卒
都
婆
小
町
」『
観
世
』
一
九
八
二　
檜
書
店

（
19
） 

伊
藤
正
義
『
伊
藤
正
義
中
世
文
華
論
集
』
第
一
巻　
二
〇
一
二　
和
泉

書
院

（
20
） 

角
田
文
衛
「
平
泉
と
平
安
京
の
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
関
係
」
平
泉
町
史

編
纂
委
員
会
『
平
泉
町
史
』
総
説
・
論
説
編　
一
九
八
八　
続
群
書
類

従
完
成
会
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（
21
） 「
文
治
五
年
毛
越
寺
事
」
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
吾
妻
鏡
』
第
三　

一
九
六
八　
吉
川
弘
文
館

（
22
） 『
平
安
京
図
会
』
二
〇
〇
五　
京
都
市
生
涯
学
習
振
興
財
団

（
23
） 
能
「
錦
木
」
機
織
る
女
の
戸
外
に
千
束
の
錦
木
を
立
て
た
男
が
三
年
後

思
い
を
遂
げ
た
と
い
う
筋
の
複
式
夢
幻
能
。
世
阿
弥
作

（
24
） 

桜
井
満
『
伝
説
の
ふ
る
さ
と
』
一
九
七
九　
日
本
書
籍

参
考
文
献

能
勢
朝
次
『
能
楽
源
流
考
』
一
九
三
八　
岩
波
書
店

 

（
し
の
は
ら
・
じ
ゅ
ん
こ
／
國
學
院
大
學
大
学
院
）

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 全
国
深
草
少
将
伝
説
一
覧

熊
本

岡
山

和
歌
山

京
都

京
都

京
都

京
都

京
都

山
形

秋
田 府

県
伝
承
地

鹿
本
郡
植
木
町

小
野

都
窪
郡
清
音
村

黒
田

和
歌
山
市
岩
出

町
住
持
池

京
丹
後
五
十
河

京
都
市
深
草
欣

浄
寺

京
都
市
勧
修
寺

風
呂
屋
敷
町

京
都
市
山
科
小

野
御
霊
町

京
都
市
左
京
区

市
原
野

米
沢
市
塩
井

雄
勝
郡
雄
勝
町

小
野

住
所

植
木
町
小
野

備
中
國
都
窪
郡

清
音
村
黒
田

根
来
山
西
坂
本

（
桂
姫
）

な
し

な
し

な
し

出
羽

京
都
市
市
原
野

京
都

雄
勝
町

小
町
の
出
生
地

設
定
に
つ
い
て

植
木
町
小
野

備
中
國
都
窪
郡

清
音
村
黒
田

根
来
山
西
坂
本

（
桂
姫
）

病
死

随
心
院

随
心
院
（
仮
宿
）

宮
中
↓
隋
心
院

宮
中
↓
市
原
野

京
都
↓
奥
州
の

父
の
所
（
米
沢
）

雄
勝
↓
都
↓
雄

勝 小
野
の
居
住
地

な
し

瘡 な
し

不
明

な
し

な
し

な
し

な
し

人
の
忌

む
病

疱
瘡 病

気
立
石
の
神
社

に
住
む

対
岸
に
住
む

（
金
麻
呂
）

毎
夜   

忍
び
寄

る 小
町
を
追
い

都
か
ら
来
る

深
草
の
欣
浄

寺
に
住
む

艶
書
を
小
町

に
書
く

深
草
の
欣
浄

寺
に
住
む

小
町
に
懸
想

小
町
を
恨
み

死
亡

小
町
を
追
い

東
下
り

少
将
の
動
向

立
石
の
神

社 黒
田

な
し

な
し

欣
浄
寺

師
団
街
道

欣
浄
寺

一
条
寺

な
し

長
鮮
寺

起
点

百
夜
通
い

植
木
町

小
野

対
岸

な
し

な
し

隋
心
院

隋
心
院

隋
心
院

市
原
野

な
し

小
町
宅

終
点

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

糸
に
綴
る

榧
の
実

な
し

植
え
た
芍

薬 数
え
方

数
え
方

小
町
に
騙
さ
れ

川
に
落
ち
死
亡

冷
え
て
死
亡

な
し

な
し

病
死

寒
さ
で
死
亡

病
死

隠
岐
に
流
罪

恋
窶
れ
死
亡

増
水
の
川
に
落

ち　
死
亡

少
将
の
結
末

髑
髏
と
な
り
晒
さ
れ

る 冷
性
、
蛭
な
ど
を
治

す 大
蛇
の
少
将
と
住
持

池
で
暮
ら
す

少
将
も
小
町
も
共
に

葬
ら
れ
る

少
将
も
小
町
も
共
に

葬
ら
れ
る

慚
愧
か
ら
榧
を
蒔
く

共
に
葬
ら
れ
る

隠
遁
し
死
亡

薬
師
如
来
を
祀
り
病

死 岩
屋
堂
に
籠
り
自
像

を
刻
み
92
才
で
死
亡

小
町
の
そ
の
後

『
小
町
伝
説
の
伝
承
世
界
』

（
明
川
忠
夫
）

『
お
か
や
ま
伝
説
紀
行
』

（
立
石
憲
利
）

『
小
町
伝
説
の
伝
承
世
界
』

（
明
川
忠
夫
）

『
小
町
伝
説
の
伝
承
世
界
』

（
明
川
忠
夫
）

清
涼
山
欣
浄
寺
案
内
図
録

（
欣
浄
寺
）

『
小
町
伝
説
の
伝
承
世
界
』

（
明
川
忠
夫
）

『
小
野
小
町
と
随
心
院
』

（
随
心
院
）

『
伝
説
の
ふ
る
さ
と
』

（
桜
井
満
）

『
小
町
伝
説
の
伝
承
世
界
』

（
明
川
忠
夫
）

『
小
町
伝
説
の
伝
承
世
界
』

（
明
川
忠
夫
）

備
考
（
出
典
）

◆ キーワード　八百比丘尼縁起／新編会津風土記／新編武蔵国風土記稿／金川寺／慈眼寺

東
日
本
地
域
の
寺
院
に
お
け
る
八
百
比
丘
尼
縁
起
の
成
立
に
つ
い
て

冨　
樫　
　
晃

は
じ
め
に

東
北
か
ら
九
州
に
か
け
広
く
分
布
し
て
い
る
八
百
比
丘
尼
伝
説
の
う
ち
、

南
東
北
・
北
関
東
に
か
け
て
八
百
比
丘
尼
の
開
基
伝
承
と
共
に
、
そ
の
伝

承
を
取
り
入
れ
た
開
基
縁
起
が
現
存
す
る
寺
院
が
存
在
す
る
。

福
島
県
喜
多
方
市
に
あ
る
金
川
寺
で
は
、
八
百
比
丘
尼
縁
起
や
八
百
比
丘

尼
の
遺
物
等
数
点
が
寺
宝
と
し
て
残
さ
れ
て
い
て
お
り
、
八
百
比
丘
尼
伝
説

が
こ
の
寺
院
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
こ
の
寺
の
開
基
由
来
と
し
て
、『
新
編
会
津
風
土
記
』
で
は
、
若
狭

小
浜
か
ら
来
た
老
尼
が
建
立
し
た
と
い
う
伝
承
が
正
式
な
縁
起
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
が
、
都
か
ら
会
津
に
流
さ
れ
て
き
た
秦
勝
道
の
娘
が
九
穴
の
貝

を
食
べ
て
長
生
し
、
こ
の
寺
を
建
立
し
た
と
の
俗
説
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
八
百
比
丘
尼
縁
起
等
で
は
、『
新
編

会
津
風
土
記
』
で
俗
説
と
さ
れ
る
内
容
が
正
式
な
縁
起
と
さ
れ
て
お
り
、
先

行
研
究
で
は
俗
説
が
元
々
地
元
に
伝
わ
る
口
碑
で
あ
り
、
先
行
し
た
縁
起
で

あ
っ
た
ろ
う
と
す
る
説
と
、
そ
れ
を
疑
問
と
す
る
説
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
金
川
寺
の
縁
起
と
、
栃
木
、
埼
玉
の
各
寺
院
に
残
さ
れ

て
い
る
八
百
比
丘
尼
縁
起
に
つ
い
て
、
詳
細
に
分
析
し
、
各
寺
院
の
縁
起

作
成
の
目
的
や
年
代
、
ま
た
各
寺
院
地
域
の
口
碑
伝
承
と
の
関
係
や
若
狭

小
浜
か
ら
の
影
響
も
含
め
て
、
東
日
本
地
域
に
お
け
る
寺
院
の
八
百
比
丘

尼
縁
起
成
立
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
．
福
島
県
喜
多
方
市
塩
川
町
「
金
川
寺
」
縁
起
に
つ
い
て

（
一
）
金
川
寺
開
基
に
関
す
る
二
つ
の
八
百
比
丘
尼
伝
承

金
川
寺
は
、
福
島
県
喜
多
方
市
塩
川
町
金
橋
字
金
川
に
あ
る
曹
洞
宗
の
寺

院
で
あ
る
。
こ
の
寺
院
は
八
百
比
丘
尼
が
開
基
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
伝
承

が
残
さ
れ
て
お
り
、『
新
編
会
津
風
土
記
』
巻
五
十
五
「
陸
奥
国
耶
麻
郡
之

五
」（
表
2
．
Ｎ
ｏ
1
参
照
）
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
昔
若
狭
國
小
濱
よ
り
一
人
の
老
尼
來
た
り
て
勝
地
を
相
し
、
こ
の
村
の


